
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月校内研修内容    □ミニ校内研の振り返り   授業者 山本先生・平元先生 
□新学習指導要領における学習指導の在り方 阿部 

 

 課題について ルーブリックについて 振り返りについて 

Ａ 課題を単元の導入時に示すこと

で、生徒が課題解決の見通しをも

ったり、生徒が自らの課題を立て

ることに役立っている。 

ルーブリックは、生徒が学習の見

通しをもったり、生徒が自分の学

習状況を把握し、学習の進め方を

調整するなど、生徒自身も活用で

きるものになっている。 

生徒が自分の学習状況を把握し、

学習の進め方について調整・試行

錯誤ができるような場面を授業の

中に作っている。 

Ｂ 課題を単元の導入時に示すこと

で、生徒は課題解決のための必要

感をもって知識や技術習得の授業

に取り組んでいる。 

モデリングや作品提示を通して、

評価の具体的な姿が生徒に伝わっ

ている。（教師と生徒が共有してい

る状態） 

文型の提示や字数・用語の指定な

ど思考の枠組みを与えることで、

何をどのように、どのくらい書い

たらよいのかを教師と生徒が共有

している。 

Ｃ 毎時間単発の課題が示され、単元

を通した学びのつながりや単元の

ゴールを生徒が意識できていな

い。 

単元で身に付けることや学ぶこと

（単元のゴール）について、生徒

が見通しをもった状態で毎時間の

授業にと入り組めていない。 

生徒が学んだことを振り返った

り、確かめたりする場面が授業の

中にない。具体的な指示をせずに

書かせてしまい、思考に深まりが

ない。 

 《ミニ校内研のふりかえり》 
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 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり 

～生徒の学習の成果等を的確に捉える学習評価の充実～」 
 

【めあて】ミニ校内研をふりかえり、自分の授業に取り入れたいことを見つける。 

 

ステップアップ 

【３年Ａ組 国語科】 

（授業者より）日頃から発表の声の小ささを課題に

感じているので、本時は相手に伝わりやすい発表を

意識して取り組ませた。 

〇課題に沿って振り返りができている。これは、導

入時にルーブリックに沿って一人一人が自分の課題

を設定しているためである。 

〇生徒がルーブリックで自分の現状を捉えながら、

自分の変容を確かめられていた。 

〇発表が終わった後の相互評価の際、ルーブリック

に沿って話ができていた。 

〇個人→グループ→全体というスモールステップで

課題の達成に迫ることができていた。 

☆今日の授業の場合は、原稿を書いていたことがよ

く働かなかった。話し言葉でのスピーチの方が表現

力を高めることができたのではないか。 

☆発表の技術については、目線の配り方やタイミン

グ、抑揚の付け方などより具体的に細かいアドバイ

スをしていくことが必要である。 

☆全体発表は男子のみになっていたので、女子の発

表力に課題があるなら、意図的に女子を入れてもよ

かった。 

 

【１年Ｂ組 社会科】 

（授業者より）EU やイギリスが抱えている問題に

ついて中学１年生でも理解できるように説明する

ことを心がけた。ワークシートについて、メリッ

ト・デメリットを明確にし、対比できるような工

夫をする必要があった。 

〇ＥＵ加盟のメリット・デメリットが分かりやす

かった。 

☆メリットやデメリットについて資料からも読み

取り、生徒自身が説明したり書いたりできたらよ

かった。 

☆教師と生徒のやり取りに終始していたので、グ

ループワークを取り入れることで、生徒相互の対

話も生まれたと思う。 

校長先生から 

国語科の授業は、今まさに求められている典型的

な授業だった。筆者との対話があり、仲間と対話

がある対話的な授業と言える。社会科の授業につ

いては、４月から現在までで一番社会科教師然と

していてよい授業だった。 



新学習指導要領における学習指導の在り方 

 

 

 

参考文献 学習評価の在り方ハンドブック 

児童生徒の学習評価の在り方について 

（国立教育政策研究所） 


